
令和６年度(後期) 児童・保護者アンケートの結果から 

令和７年２月６日 稚内南小学校 

２学期までの教育活動を振り返り、３学期または次年度の教育活動に活かしていくため、保護者アンケートを

１２月に実施しました。皆様のご協力ありがとうございました。以下、結果と考察をお知らせいたします。 

保  護  者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果からの考察 

○主体的な学びを促し、「わかった」「できた」と感じる授業作り、他者とのやり取りや発表したりする場を適切に設定した授

業づくりへの肯定的な意見の割合が多く、保護者の皆様にも理解されてきていると考えます。 

○学校と家庭・地域との連携においても肯定的な意見の割合が多く、学校と家庭の相互理解を進めます。 

◆スキー・カーリングについては、他学校の体制も参考にして、令和７年度から５・６年生はカーリング学習に移行します。

４年生からカーリングとなる小学校が市内にはありますが、本校では１･２年のスキー学習はグラウンドを使用しているた

め、こまどりスキー場で行う３･４年生の２年間のスキー学習は必要と考えています。 

◆学校内だけではなく学校外での生活(過ごし方)について、学校と家庭・地域と連携していきます。 

◆ネットに触れる時間は、保護者の皆様のご協力のおかげで守られつつありますが、使い方についての指導を継続します。 

◆家庭学習の内容（答えの配信・保護者と連携の工夫）と在り方（タブレットの活用）について検討していきます。 

〈自由記述欄から〉 

・家庭学習の答えを配信してほしい 

（答え合わせに必要、子どもが答えのプリントを

見ながらやってしまう･･･） 

・ゲームやスマホの時間が家で長くなってしまう 

・スキー授業とカーリング授業を他の学校と統一

してほしい 



児       童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果からの考察 

○主体的な学びを促し、「わかった」「できた」と感じる授業作り、他者とのやり取りや発表したりする場を

適切に設定した授業づくりが定着しつつありますが、３学期以降、安心して自分の考えを発表できる学級

環境づくりを進めていきます。児童が「わかった」「できた」と実感できる授業作り、タブレット端末を効

果的に活用した学習による定着を進めていきます。 

◆児童の「知りたい」や「わかりたい」と思う主体的な家庭学習の習慣を身につけさせる指導や授業づくりを

進めていきます。また、タブレットを活用した自主学習を進め家庭学習へと繋げていきます。 

◆地域に出た体験活動を今後も充実させ、自分の考えを深めたり、伝えたる学習活動の充実を図ります。 

◆学校内外での生活について、自らが考え、工夫し、快適に過ごせるようにする指導の工夫と、地域との連携

による見守りの充実を図ります。 

◆ネットに触れる時間等、自分で考えてコントロールできるように、様々な機会を使い、指導・考える場を作

ります。 

 

 



３学期以降及び次年度の教育活動において～４つの改善ポイント～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらについて、３学期以降随時改善を図ります。また、次年

度の教育活動に活かしていきます。 

引き続きご協力お願いします 

確かな学力 

（学習の定着） 

○主体的な学びを促し、「わかった」「で

きた」と感じる授業づくり 

○主体的な家庭学習の在り方と家庭学 

習でのタブレット端末の活用 

コミュニケーション 

能力の育成 

○様々な教育活動の場で、個人思考並びに

協働思考の機会を確保し、思考結果をア

ウトプットする場の設定 

○児童がアウトプットできた自信を持たせ

る機会の設定 

社会に開かれた教育

課程の編成 

○地域コーディネーターとの協働よる、 

体験的な教育活動の充実 

○自分の考えを深める道徳教育の推進 

○主体性と認め合いによる学級経営 

（いじめ未然防止の取組を含む） 

生活上の基礎基本の

定着・学び場づくり 

○保護者へ取組が伝わる情報発信の 

工夫（学校・学級だより・ＨＰ等） 

○保護者と連携した生活習慣の確立 

○地域と連携した子どもの見守り活動 

○個に応じた学びの環境作り 


